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  ３ 論文の構成  
序論 隋唐政権の形成に関する研究と課題 
はじめに 
第１節 隋唐政権の形成に関する先行研究 
第２節 本研究の課題と構成 
第１部 唐朝政権の形成と氏族政策の展開 
第１章 唐朝政権の形成と太宗の氏族政策 ―金劉若虚撰「裴氏相公家譜之碑」所引の唐
裴滔撰『裴氏家譜』を手掛かりに― 
 はじめに 
第１節 「裴氏相公家譜之碑」所引の『裴氏家譜』について 
第２節 『裴氏家譜』から見た『貞観氏族志』の体例 
第３節 『貞観氏族志』より見た唐朝政権の形成 
おわりに 
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第２章 唐初の氏族政策の展開と昭陵陪葬墓の形成 
 はじめに 
 第１節 唐太宗昭陵陪葬墓の概要と先行研究 
 第２節 喪葬恩典から見た昭陵陪葬制度の目的 
第３節 唐初の対功臣政策の展開と昭陵陪葬制度 
第４節 太宗・高宗の氏族政策の展開と昭陵陪葬墓の形成 
おわりにかえて ―高宗の功臣政策・氏族政策の展開と則天武后の台頭― 
第３章 唐太宗政権の形成と北斉系人士 
はじめに ―玄武門の変と唐太宗政権の形成― 
第１節 北斉系人士房玄齢の人脈と李世民集団の形成 
第２節 隋朝政権下における薛道衡の動向とその政治路線 
おわりにかえて ―北斉系人士と太宗政権の形成― 
   第２部 隋唐政権の形成と「門閥」勢力 
   第１章 隋唐初期の政治史と「入関山東門閥」―唐・李百薬撰「崔仲方墓誌」を手掛か
りに― 
    はじめに 
第１節 「崔仲方墓誌」の概要及び問題点 
第２節 入関博陵崔氏と山東地域 
第３節 入関博陵崔氏の山東帰葬 
おわりに 
   第２章 北魏の東西分裂と山東門閥 ―「隋・李希仁妻崔芷蘩墓誌」を手掛かりに― 
    はじめに 
    第１節 「李希仁妻崔芷蘩墓誌」の概要 
    第２節 崔芷蘩の事跡について 
    第３節 博陵崔氏第二房と趙郡李氏東祖の通婚関係 
    おわりにかえて ―華北統一後の崔李両家の合流― 
   第３章 崔民幹の事跡と太宗の『貞観氏族志』編纂 ―「崔幹（崔民幹）墓誌」を手掛か
りに― 
    はじめに ―「崔幹（崔民幹）墓誌」の概要― 
    第１節 崔民幹の経歴 
    第２節 唐朝創業直後の高祖による崔民幹の起用 
    第３節 太宗による『貞観氏族志』の編纂と崔民幹の左遷 
    第４節 墓域・居住地の変遷から見た入関博陵崔氏 
    おわりに 
   第４章 隋代弘農楊氏の研究 ―隋唐政権形成期の門閥― 
    はじめに ―弘農楊氏研究の課題― 
    第１節 郷里華陰における越公房楊氏 
    第２節 越公房楊氏と宗正寺・太子宗衛 
    おわりにかえて ―越公房楊氏と隋室楊氏― 
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   第５章 北魏における越公房楊氏の勃興 ―楊鈞の事跡について― 
    はじめに 
    第１節 「楊鈞墓誌」の概要 
    第２節 楊鈞の経歴 
    第３節 楊鈞の事跡と越公房楊氏の家風 
    第４節 楊鈞の贈官について 
    おわりに 
   結論 隋唐政権の形成と「貴族制」、「門閥」 
   付録 本論使用の主要墓誌釈読 
   主要参考文献目録 
 
４ 論文の概要 
  本論文は隋唐政権の支配集団が形成されていく過程を明らかにしようとした研究である。
本論文でいう「氏族」は一般的に貴族を意味し、「氏族政策」とは王朝が貴族に該当する支
配階級を認定し、その序列を決定する政策を指す。 
序論では、隋唐政権の形成に関する先行研究について論点の整理を行っている。特に、
西魏から唐まで「関隴集団」と称される政治集団が政権中枢を独占し、漢人門閥貴族を抑
圧したとする陳寅恪の学説に焦点を当て、その問題点を指摘したうえで、本論文が解明す
べき課題を明示している。 
   第１部は、唐王朝がどのような理念に基づいて貴族を認定し、その序列を決定したのか
を検討し、支配集団が形成される過程を考察している。第１章では、第２代皇帝太宗李世
民が編纂させた貴族の家格を記す『貞観氏族志』（散逸して伝わらず）の内容を、12 世紀
後半の金代の石刻史料から復原している。その内容の分析を通じて、唐初の段階で魏晋南
北朝以来の漢人門閥の名望が失われていなかったので、太宗は唐の官品を基準に能力主義
（賢才主義）という新たな理念を適用して貴族の家格を定め、貴族を再編して統治体制を
整えようとしたと結論づけている。 
   第２章は、太宗の陵墓昭陵の陪葬墓と氏族政策との関係を考察している。第３代皇帝高
宗が大規模な陪葬墓を造営したのは、個人の能力を発揮して建国に貢献した功臣を顕彰し、 
政権を支える貴族官僚のあるべき姿を宣伝するためであり、能力主義に基づく人材登用理
念により人材を確保し支配体制を強固にしようとした氏族政策の一環であったとしている。 
    第３章は、漢人門閥貴族である山東貴族が、太宗のクーデタ（玄武門の変）に協力し、
太宗政権に組み込まれる過程を明らかにする。隋が成立（581）する以前、山東貴族の大
多数は北斉の支配下にあり、北斉を滅ぼした北周から隋唐が成立したので、山東貴族は不
利な立場に置かれていた。唐の太宗政権に山東貴族が加わったことによって支配集団が変
質し、関隴集団と山東貴族の対立が克服されて、統一王朝にふさわしい支配集団が形成さ
れたとしている。 
   第２部は、代表的な漢人門閥の山東博陵崔氏と関中（陝西）弘農楊氏を取り上げ、隋唐
政権における漢人門閥がどのような存在であったかを考察している。第１章は、山東貴族
の一派博陵崔氏の隋唐政権における動向を検討した論考である。博陵崔氏は北斉ではなく
4 
北周に仕えたことから当初より隋唐政権に加わり、本貫地の山東から長安・洛陽に移住し
たので、本貫地での基盤を失ったと考えられてきた。この通説に対し、著者は博陵崔氏一
族の墓誌を詳細に調べ、一族が帰葬（都ではなく本貫地に埋葬する）を行い、本貫地に残
っていた同族との結合を復活させ、都では関隴集団とも通婚して勢力を保持していたとい
う結論を導いている。 
   第２章では、上記第１章で取り上げた博陵崔氏のうち、北斉支配下の山東に残留した一
族の動向を考察している。趙郡李氏に嫁いだ崔芷蘩の墓誌の内容を分析して、山東門閥の
両氏族が北魏後期から婚姻を重ねてきたことを明らかにし、両者の間に相互扶助関係があ
ったことを想定する。そのうえで、こうした通婚関係が山東門閥の存立基盤の一つとなり、
両家は北魏末から北周の華北統一に到る激動期を潜り抜けることができたとしている。 
   第３章は、『貞観氏族志』で唐の皇室李氏を凌ぐ第一位の門閥貴族との評価を得た博陵
崔氏（崔民幹）が、太宗によって第三位に降格された理由を考察している。著者はその理
由を、崔民幹が貴族官僚として第一位の序列に見合う業績をあげられず、太宗の人材登用
に応えられなかったからであるとして、この事件は関隴集団が山東貴族を抑圧しようとし
た事例とする通説を否定している。 
   第４章は、関中の漢人門閥弘農楊氏の本宗越公房楊氏の隋政権における動向を考察して
いる。楊氏は本貫地に広大な荘園や多数の同族集団を持ち、在地での勢力を背景に官界に
進出し、隋の皇室楊氏と同じ一族と見なされたことから、皇族や宗族が任用される宗正寺
や太子宗衛の官職を占め、政権の中枢に地歩を築くことができたという。また楊素が第２
代皇帝煬帝の即位に協力したことにより、絶大な権力を振るうことになる経緯を明らかに
している。 
   第５章は、漢人門閥弘農楊氏の本宗越公房楊氏の始祖楊鈞に焦点を当て、本人の墓誌と
文献史料を読み解きながら北魏後期における彼の事跡を明らかにしている。その考察を通
じ、越公房楊氏が文武兼備の人材に恵まれて政界に進出し、また楊鈞の爵位が隋代の楊素
まで継承されて、門閥官僚としての楊氏の家門維持に寄与したことを指摘している。 
  結論では、第１部と第２部の研究内容を総括し、考察の過程で得られた各章の結論と本
論文全体の結論を提示し、残された課題を挙げている。 
 
  ５ 論文の特質 
  まず挙げるべきは、中国で近年大量に出土している墓誌などの石刻史料を積極的に使用
し、編纂された史料からでは窺い知れないさまざまな史実を明らかにしたことである。次
ぎに指摘すべきは、従来見落とされていた「裴氏相公家譜之碑」に着目して、散逸して現
存しない『貞観氏族志』に記載されていた貴族の序列の主要な部分を復原したことである。
これによって、唐初の氏族政策の実相を従来に比べ具体的に把握することができるように
なった。さらに、昭陵の陪葬墓について従来にない氏族政策という視点から考察を加え、
太宗の能力主義という理念による人材登用政策が、則天武后の科挙による人材登用政策に
継承された可能性を指摘しているのも注目される。 
  
６ 論文の評価 
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   隋唐政権形成史研究においては、陳寅恪の関隴集団説が現在でも強い影響力を持ってい
る。本論文では復原した『貞観氏族志』の分析を通じ、太宗政権が能力主義という理念に
基づき、官品に応じて関隴集団と非関隴集団を区別することなく扱い、貴族を序列化して
いることを論証した。定説に修正を迫る重要な成果と言わなければならない。 
   さらに、多くの墓誌を読み解いて、漢人門閥貴族の帰葬の実態や通婚関係などの事例を
掘り起こし、都と在地における門閥貴族の存在基盤を明らかにしたこと、また隋王朝では
一部の漢人門閥貴族が北方遊牧民を出自とする皇室楊氏と特別な関係を構築し、政権を形
成していった過程を明らかにしたことも貴重な成果と言える。 
   近年の隋唐史研究においては隋唐政権を鮮卑系国家の延長と見なし、その遊牧的要素が
政権にどのような影響を与えているかという視点からの研究が盛んで、本論文のような貴
族制に着目した研究はほとんど行われていない。隋唐史研究においてソグド人の動向など
も含めた外からの影響を軽視すべきではないが、そのような視点からのみの研究では隋唐
政権の内部構造を解明することはできない。本論文は、隋唐王朝における門閥貴族の実態
を具体的に明らかにすることを通じて、貴族制という視点から隋唐政権の構造を考察する
ことの必要性と重要性を我々に再確認させたという点で、高く評価することができる。 
   一方で、問題点も指摘しなければならない。まず、本論文の重要な概念である貴族制に
ついて、著者の定義が明確には示されていないことである。また、漢人門閥貴族の事例と
して取り上げている博陵崔氏と弘農楊氏は他の門閥貴族に比べ特殊な存在であり、彼らの
事例のみを取り上げて門閥貴族一般の存在形態とするのには慎重でなければならない。さ
らに広範な事例研究を積み重ねる必要があると思われる。ただし、これらの点は今後の課
題と言うべきで、本論文の価値を損なうものではない。 
 
  ７ 論文の判定 
本学位請求論文は，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び
試験に合格したので，博士（史学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
 
以 上 
